
   
 

 

 

☆子どもたちはテレビや漫画、ゲームなどの影響を受けやすく、得た情報を何気なく友だちにしてしまいます（相手に指を立てたり、挑発す

るようなことを言ったり）。それをきっかけに、ケンカやいじめに発展することが多々あります。熊本市では６月を全市一斉に「心のきずなを深

める月間」として、いじめをなくす取り組みを行っています。いじめをなくすには、学校だけでなく家庭も一緒になって取り組むことが大切で

す。保護者の皆様のご協力をよろしくお願いします。 

６月に入り夏休みまであと１か月ちょっとです。来週からプールも始まります。運動会という大きな行事が終わり、みなさんの中には、

「心」が少し「ホッ」としている人もいるでしょう。 

みなさんは「チクチクことば」って聞いたことがありますか。「チクチクことば」とは、人の心をきずつける、使ってはいけないことば

です。言った人は「これぐらい」と思ったことでも、言われた方からするととてもきずつくことがあります。ときには、そんなつもりはなく

ても、言われた方にはとてもつらいことばもあります。自分は平気でも、それをとても気にしている友だちがいるのです。また、「チクチ

クことば」は話しことばだけでなく、紙やノートに文字で書いたもの、SNS で投稿されたものも入ります。ことばだけでなく、相手がいや

な気持ちになるしぐさや態度も「チクチクことば」といっしょです。からだのきずであれば、消毒したり絆創膏をはったりしていると、治っ

ていくのが見えます。しかし、ことばできずついた心は簡単には治りません。消しゴムのようなもので消すこともできないのです。ですか

らみなさんは、『使ってはいけないことばは使わないぞ』、『してはいけないことはしないぞ』という強い心をもたなければなりま

せん。 

６月を「心のきずなを深める月間」とし、熊本市のすべての学校でいじめをなくす取り組みを行います。いじめは、絶対に許されない

ことです。決して、してはいけないことです。でも、なかなかなくならず、悲しい思いをする人がいます。その多くは、相手を冷やかした

り、からかったりすることから始まります。自分としては「遊びで」とか「ちょっとふざけて」とか「そんなつもりはなかった」ということが、

相手の心やからだをきずつけることがたくさんあります。もしそのようなことがあったならば、校長先生は絶対に許しません。もちろん、

他の先生方、みなさんのお家の人も許しません。 

ことばは人をはげまし、元気にしてくれます。「おはよう」、「がんばっているね」、「いっしょに遊ぼう」「どうしたの？」「ありがとう」。そ

んなことばがみなさんの周りやクラスの中であふれたら、すてきなクラス、笑顔ですごせる健軍小学校になります。それができるのはみ

なさん一人ひとりです。人にやさしく、自分にもやさしくできる子どもになりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 第７号 

熊本市立健軍小学校 

令和８年６月 ５日 

文責：校長 村上博之 

たけみや 【笑顔と達成感あふれる 明るい学校】 

    
～健（心もからだも健やかに）・軍（互いに高めあうチーム）～ 

「心のきずなを深める月間」 ～６月の全校集会の話より～

 

８日（月）から水泳の授業が始まります。水泳は子どもの体調 

によって命に関わる授業です。そのため、学校では「もしもの場 

合」に備え、教職員は救急隊から心肺蘇生法の仕方について毎 

年訓練を行っています。ご家庭には朝からのお子さんの体温

測定や健康状態の確認を行い、『すぐーる』で連絡をお願いします。 

★必ず、水泳４点セットの準備をお願いします★ 

水泳４点セット・・・①水着 ②バスタオル ③水泳の帽子 ④「すぐーる」で連絡 

※すべてに記名をしてください。なお、ゴーグルやラッシュガードは希望者のみです。 

 
 

「もしもの場合」に備えて、不審者対応避

難訓練と引き渡し訓練を行います。当日

は、学校から「すぐーる」で引き渡しのお願

いがあってから、各教室への迎えをお願い

します。なお、迎えの際は許可が出ている

車両以外の学校敷地内への 

立ち入りはできませんので 

ご注意ください。 
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『いじめを るさない 
みんなでいじめを
なくしていこう』

～気 きを言 に、 いを行 に～


